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特別損失（投資有価証券評価損）の計上 

および通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30年 12月期決算において下記のとおり、投資有価証券の減損処理を行い、特別損失

（投資有価証券評価損）を計上するとともに、平成 30年１月 31日に公表した平成 30年 12月期（平

成 30年１月１日～平成 30年 12月 31日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

1. 特別損失（投資有価証券評価損）の計上 

当社が保有している投資有価証券のうち株式会社フィスコデジタルアセットグループ（以下、FDAG

といいます。）の株式について、FDAG の業績が当初想定した計画を下回って推移していることから、

今後の事業計画を見直し、回収可能性を慎重に検討した結果、当該資産の帳簿価額の全額を、備忘価額

を残し減損処理し、151 百万円の特別損失を計上することといたしました。 

 

2. 平成 30年 12月期業績予想数値との差異 

 平成 30年 12月期（平成 30年 1月１日～平成 30年 12月 31日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 1,053 150 150 90 22.65 

実 績 値 （ Ｂ ） 1,101 121 120 △69 △17.37 

差 異 （ Ｂ ― Ａ ） 48 △28 △29 △159  

増  減  率 （ ％ ） 4.6％ △19.3％ △19.5％ ―  

（ご参考）前期実績 755 47 38 42 13.59 

（注）当社は、平成30年10月1日付けで普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。 

（ご参考）前期実績は、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 



 

3. 修正の理由 

 売上高につきましては、法人向けビデオソリューションの Qumu において、クラウドサービスのスト

ック売上が堅調に推移したのに加え、大手生命保険顧客向けのフロー型のスポット売上があり、当初予

想を上回りました。 

営業利益および経常利益につきましては、新規事業である「iStudy ACADEMY」の立ち上げに関わ

る販売促進費等と、人員強化のための採用費等の先行投資費用があったことにより当初予定を下回りま

した。 

当期純利益につきましては、上記記載のとおり投資有価証券評価損を計上したことにより、当初予想

を大幅に下回りました。 

以上 

 

 
本資料に記載されている現在の計画・見通しなどのうち、既に確定した事実でないものは将来に関する見通しであり、これらは発表日現

在に入手可能な各種データに基づいて作成されたものであります。従って、実際の業績は様々な不確定要素が内在しており、上記の見通

しとは大きく異なる結果となり得る場合もありますので、ご承知おきください。 

 


